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一

は
じ
め
に

　
私
の
十
五
年
前
の
旧
著
『
五
山
詩
史
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
刊
）
は
、
い
ま

読
み
か
え
す
と
冷
汗
三
斗
の
思
い
で
、
早
く
改
訂
増
補
し
な
け
れ
ば
一
と

思
い
続
け
て
久
し
い
。
中
で
も
、
『
竹
居
工
事
』
『
竹
居
西
遊
集
』
の
著
者

こ
う
し
え
ほ
う

心
労
恵
鳳
に
つ
い
て
、

　
　
百
三
十
余
歳
と
い
う
高
齢
ま
で
生
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

　
　
師
の
言
論
方
量
を
拝
し
た
時
は
、
少
く
と
も
七
十
歳
に
な
っ
て
い
る
こ

　
　
と
に
な
り
、
あ
ま
り
に
常
識
を
逸
し
て
い
る
の
で
、
何
度
も
検
討
し
て

　
　
み
た
が
、
や
は
り
右
の
よ
う
に
推
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
（
同
書
三
二
八

　
　
頁
）

と
い
う
、
と
ん
で
も
な
い
間
違
い
を
書
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
『
五

山
文
学
全
集
』
第
三
巻
所
収
の
『
投
贈
和
答
等
諸
詩
小
序
』
（
以
下
『
小
序
』

と
略
記
）
を
、
編
者
上
村
観
光
氏
の
説
を
う
の
み
に
し
て
、
翔
之
恵
鳳
の
著

と
決
め
て
か
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
事
は
夙
に
玉
村
竹
二
先
生
か
ら
御
指
摘
を
受
け
て
い
た
が
、
今
泉
淑

夫
氏
も
、

　
　
朝
之
は
応
永
二
十
一
年
（
一
四
一
四
）
の
誕
生
で
あ
る
。
（
中
略
）
と
す

　
　
れ
ば
そ
の
生
誕
に
先
立
つ
『
小
序
』
の
世
界
は
朝
之
と
は
別
人
の
も
の

　
　
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
『
日
本
歴
史
』
昭
五
七
・
五
月
「
翔
之
恵
鳳
小
考
」
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
爾
来
、
筆
者
は
『
小
序
』
の
作
者
を
明
ら
め
よ
う
と

努
め
て
き
た
が
、
馬
齢
を
重
ね
る
の
み
で
成
果
が
上
ら
な
い
の
で
、
不
本
意

な
が
ら
こ
こ
に
中
間
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
『
五
山
文
学
全
集
』
は
、

『
小
序
』
の
作
品
に
一
か
ら
八
十
ま
で
の
通
し
番
号
と
小
題
を
記
し
て
い
る

の
で
、
拙
稿
も
そ
れ
を
利
用
し
て
論
述
す
る
事
に
し
た
。
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『投贈和答等諸小序』について

　
　
一
　
『
小
序
』
の
作
者

　
『
小
序
』
の
作
者
と
し
て
は
、
義
堂
周
信
（
一
三
二
五
～
一
三
八
八
）
、
大

本
良
中
（
］
三
二
五
～
一
三
六
八
）
、
心
華
元
三
（
？
～
？
）
が
確
認
さ
れ
、
雲

渓
支
山
（
＝
三
二
〇
～
＝
二
九
一
）
、
惟
忠
嘗
胆
（
？
～
一
四
二
九
）
が
推
定
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
五
人
に
つ
い
て
述
べ
る
。

1
　
『
小
序
』
六
十
五
「
通
玄
庵
」
は
義
堂
周
信
の
『
空
華
集
』
二
十
の
「
題

　
　
　
　
　
　

幽
玄
当
無
」
と
殆
ど
同
文
で
あ
り
、
『
空
華
日
用
工
夫
品
薄
』
（
以
下
『
日
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
』
と
略
記
）
（
永
徳
三
、
二
、
＋
三
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
『
小
序
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

の
“
以
福
相
牧
”
、
”
幽
趣
薫
然
”
は
、
両
書
で
は
”
以
道
自
牧
”
、
“
幽
致
殊

薫
然
”
（
以
下
、
傍
点
は
す
べ
て
筆
老
）
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
日
工
集
』

に
よ
る
と
、
宝
玉
周
信
は
こ
の
日
、
東
山
町
持
庵
の
檀
那
三
善
氏
に
招
か
れ

て
七
言
の
偶
二
首
を
作
り
、
そ
の
あ
と
野
服
に
着
耐
え
て
双
林
寺
塔
頭
通
玄

庵
に
遊
び
、
七
言
律
詩
二
首
を
庵
主
に
書
き
与
え
た
。
そ
れ
が
『
小
序
』
六

十
五
「
通
玄
庵
」
な
の
で
あ
る
。
作
者
義
歯
周
信
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

め
て
説
明
す
る
に
は
及
ぶ
ま
い
。

皿
　
『
小
序
』
八
「
送
別
」
は
、
『
関
東
零
話
遺
藁
』
の
中
の
、
大
本
良
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

の
九
篇
の
中
の
一
で
あ
る
。
題
を
欠
い
て
い
る
が
、
前
後
の
作
品
と
同
じ
く

詩
軸
の
序
践
で
あ
ろ
う
。
大
本
当
芋
は
、

　
　
応
安
元
年
中
冬
二
十
日
寂
、
年
四
十
四
。
師
与
義
島
山
公
同
庚
保
徳
、

　
　
才
亦
相
若
。
（
『
延
宝
伝
灯
録
』
二
＋
二
）

　
　
大
本
・
義
堂
同
年
同
友
、
正
中
乙
丑
生
、
本
四
十
四
亡
。
福
不
逮
恵
、

　
　
寿
不
三
戸
堂
、
叢
林
高
宮
惜
之
。
（
「
雪
村
大
和
尚
行
道
記
」
）

と
あ
る
よ
う
に
、
正
中
二
年
（
＝
二
二
五
）
に
生
れ
、
応
安
元
年
（
＝
三
心
耳
）

十
一
月
二
十
日
に
示
寂
し
た
一
山
派
の
僧
で
あ
る
。
そ
し
て
、

　
　
貞
和
初
、
辞
入
支
那
、
十
年
三
后
。
（
『
延
宝
伝
灯
録
』
）

　
　
受
師
指
揮
入
唐
。
（
「
雪
村
大
和
尚
行
道
記
」
）

と
記
さ
れ
、
二
十
歳
ご
ろ
、
雪
村
友
梅
の
勧
め
に
よ
り
十
年
間
、
中
国
の
禅

林
を
遍
参
し
、
帰
朝
後
、
一
山
派
の
東
林
友
丘
の
法
を
嗣
い
だ
（
法
系
は
稿

末
参
照
）
。
『
小
序
』
八
「
送
別
」
は
、
建
長
寺
玉
雲
庵
（
一
山
一
命
の
営
所
）

中
の
高
密
軒
に
い
た
頃
の
作
品
で
あ
る
。
そ
の
後
、
甲
斐
の
常
牧
山
浄
居
寺

　
　
　
（
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

（
山
梨
市
）
、
上
野
の
良
田
山
長
楽
寺
（
群
馬
県
新
田
郡
世
良
田
）
、
信
濃
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

保
福
山
善
応
寺
（
下
高
井
郡
山
内
町
）
に
歴
住
し
た
。
同
年
令
の
友
義
堂
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

信
は
大
本
里
中
の
為
に
、
「
中
大
本
県
長
楽
行
政
疏
」
、
「
中
大
本
住
長
楽
江

湖
疏
」
を
製
作
し
、
示
寂
の
報
に
接
す
る
や
、

　
　
あ
　
あ

　
　
烏
乎
、
正
宗
再
三
、
邪
論
書
生
。
丁
菰
時
雨
、
宗
門
遽
失
翻
蔽
筆
才
。

　
　
可
不
哀
哉
。

と
哀
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
「
送
別
」
冒
頭
の
“
某
上
人
”
と
い
う
の
は
、
『
関
東
諸
老
遺

藁
』
に
よ
る
と
福
山
座
元
霊
峰
丸
公
、
即
ち
仏
光
派
の
九
峰
信
慶
な
の
で
あ

っ
た
。
大
本
良
中
は
四
十
歳
の
冬
、
建
長
寺
玉
雲
庵
に
来
た
が
病
気
に
罹
り
、

熱
海
に
湯
治
に
出
か
け
、
そ
こ
で
九
峰
正
慶
と
邊
遁
し
た
。
二
人
は
福
源
山
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蔭木英雄
禅
興
寺
（
開
山
は
大
覚
派
の
蘭
渓
道
隆
）
の
祥
光
庵
で
久
潤
を
叙
し
、
撃
高
が

武
州
に
帰
国
す
る
際
、
大
本
は
五
言
二
十
句
の
長
篇
を
製
作
し
て
贈
っ
た
。

そ
の
序
が
『
小
序
』
の
八
「
送
別
」
な
の
で
あ
る
。

●
九
峰
信
盧
は
関
東
在
住
時
代
の
義
堂
周
信
と
雅
交
を
結
び
、
そ
の
名
は
『
空

華
集
』
に
頻
出
す
る
。
大
本
良
中
と
同
じ
く
、
義
堂
も
屡
々
禅
興
寺
祥
光
庵

を
訪
れ
て
詩
を
応
酬
し
、
「
慶
九
峰
住
清
見
法
春
疏
」
「
崖
幽
幽
住
浄
潔
江
湖

疏
」
を
製
作
し
、

　
　
九
峰
は
金
文
兼
学
に
し
て
尤
も
詩
を
能
く
し
、
江
西
派
下
（
黄
山
谷
を

　
　
祖
と
す
る
詩
派
）
の
作
者
と
、
数
二
上
の
上
に
抗
衡
す
。
理
れ
余
の
畏

　
　
服
す
る
所
な
り
。
（
「
懐
仙
巌
詩
巻
序
」
）

と
詠
手
の
詩
才
を
称
え
、
永
徳
元
年
（
＝
二
八
「
）
六
月
十
三
月
に
示
寂
し

た
と
き
、
「
祭
九
峰
和
尚
詩
」
を
京
か
ら
霊
塔
に
送
っ
た
。

皿
　
『
小
序
』
の
五
十
三
「
翫
味
」
、
五
十
四
「
飽
知
」
、
五
十
五
「
哀
悼
」
、

五
十
六
「
目
撃
」
、
五
十
七
「
単
三
」
、
五
十
八
「
聖
旨
」
、
六
十
二
「
杜
工

部
」
、
六
十
三
「
纈
使
」
の
八
篇
は
、
心
華
元
様
の
『
心
華
詩
藁
』
に
収
載

　
　
　
　
（
9
）

さ
れ
て
い
る
。
番
号
の
と
ん
だ
五
十
九
「
殿
下
」
、
六
十
「
叡
想
」
、
六
十
一

「
手
勅
」
は
、
『
心
華
言
藁
』
に
は
見
出
せ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

　
心
華
元
様
も
先
学
の
詳
し
い
紹
介
が
あ
る
。
楽
堂
周
信
も
、
“
五
百
畠
中

一
白
眉
”
（
「
寄
聖
寿
心
霊
次
韻
」
）
と
か
、

　
　
雄
文
を
篇
首
に
序
す
る
者
は
、
今
の
聖
寿
心
華
様
師
に
て
、
気
中
の
董

　
　
狐
な
り
。
（
贈
諒
上
人
詩
巻
序
）

と
高
く
評
価
し
、
太
白
真
玄
も
『
峨
国
会
臭
集
』
で
、

　
　
定
恵
の
心
華
は
乃
ち
独
歩
の
才
な
り
。
故
に
天
下
桃
李
の
士
、
悉
く
競

　
　
い
て
其
の
門
に
遊
ぶ
。
（
虚
心
華
上
人
韻
呈
道
元
首
座
」
）

と
景
慕
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
『
小
序
』
の
心
華
作
品
の
冒
頭
に
、
”
某
上
人
”
”
某
禅
師
”
な
ど

と
記
す
禅
僧
は
『
心
華
詩
藁
』
に
よ
れ
ば
、
大
伝
知
蔵
上
人
（
大
伝
有
料
）
、

東
濃
真
弟
（
固
有
名
詞
不
明
）
、
洞
春
月
渓
侍
者
（
月
渓
口
明
）
、
在
店
開
士
（
在

先
知
有
）
、
道
元
禅
師
（
道
元
文
信
）
、
謙
中
大
禅
師
（
大
中
善
益
）
で
、
心
華

の
黒
影
の
範
囲
が
知
り
得
る
。
以
下
こ
れ
ら
詩
友
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
こ

う
。●
大
伝
言
承
は
大
本
只
中
と
同
じ
く
一
山
派
で
、
太
清
宗
清
の
法
嗣
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

（
拙
稿
末
の
法
系
図
参
照
）
。
夜
語
墨
書
は
“
儒
釈
兼
通
経
且
華
ぞ
（
「
次
韻
答
大

へ伝
蔵
主
」
）
と
称
え
、
詩
偶
の
応
酬
を
重
ね
て
い
る
。

●
月
渓
口
明
は
曹
洞
宗
即
智
派
の
建
仁
寺
洞
春
雪
別
源
円
旨
の
法
嗣
で
、
越

前
の
僧
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
中
巌
円
月
は
『
東
海
一
十
集
』
に
、

　
　
月
渓
明
侍
者
、
別
六
器
徒
弟
也
。
頗
聡
明
而
人
物
亦
可
敬
　
。
（
「
氷
山

　
　
正
銘
」
）

と
敬
愛
の
念
を
表
し
て
い
る
。
後
述
の
惟
忠
通
恕
も
、
「
次
希
白
蔵
主
韻
書

む
　
　
む
　
　
コ
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
へ

越
山
月
渓
侍
者
」
と
か
、
「
送
月
渓
侍
者
帰
越
」
「
山
月
渓
侍
者
見
寄
」
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

月
渓
と
詩
文
の
交
を
結
び
、
示
寂
に
際
し
て
は
、
「
次
韻
様
心
酔
悼
月
雪
侍

者
」
と
い
う
哀
悼
詩
を
作
っ
て
い
る
。
な
お
、
一
山
派
の
倉
番
良
聡
は
初
め

は
宏
智
派
の
東
明
慧
日
に
参
じ
て
お
り
、
一
山
派
と
宏
智
派
の
結
び
つ
き
が
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『投贈和答等諸小序』について

こ
こ
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

●
在
先
知
有
は
後
に
法
誰
を
希
譲
と
改
め
、
聖
一
派
の
龍
泉
令
埣
の
法
を
嗣

　
　
り
　い
だ
。
建
仁
寺
の
無
涯
仁
浩
の
請
客
侍
者
を
勤
め
た
の
で
、
惟
忠
通
史
と
親

し
く
、
又
、
頑
石
曇
生
会
下
で
篭
堂
首
座
に
な
っ
た
の
で
、
心
華
元
金
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
カ
　
　
へ

交
わ
り
『
空
華
集
』
に
「
在
先
有
上
人
」
、
「
送
露
霜
至
書
記
帰
命
空
誉
簡
其

　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

伯
有
在
先
」
の
律
詩
が
あ
る
の
で
、
義
堂
周
信
の
教
え
も
受
け
た
よ
う
で
あ

る
。●

道
元
文
信
は
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
頃
来
朝
し
た
元
の
禅
僧
で
、
永
徳

元
年
（
一
三
八
一
）
ご
ろ
帰
国
し
た
。
三
十
年
間
の
日
本
滞
在
中
は
主
に
建

仁
寺
に
掛
搭
し
、
義
堂
周
信
・
心
急
元
様
・
太
白
真
玄
・
惟
忠
通
塗
ら
と
交

わ
っ
た
。
例
え
ば
義
堂
は
、

　
　
余
以
丙
午
（
一
三
六
六
）
冬
、
自
関
左
再
游
京
輩
、
抵
干
東
山
。
仮
楊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ

　
　
故
人
永
相
山
当
室
、
与
道
元
諸
友
夜
話
。
（
「
除
夜
感
懐
詩
序
」
）

と
夜
話
に
興
じ
て
い
る
。
博
多
の
石
城
山
妙
楽
寺
内
呑
碧
楼
で
作
ら
れ
た
詩

軸
に
、
大
本
良
中
と
道
元
文
信
の
作
品
が
影
干
さ
れ
て
い
る
の
も
、
『
小
序
』

の
性
格
を
暗
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。

●
謙
中
大
禅
師
即
ち
大
中
善
益
は
周
防
の
人
で
、
法
喜
派
に
属
し
、
惟
忠
通

恕
と
は
遠
い
法
春
に
当
る
。
（
拙
稿
末
の
法
系
図
参
照
）
心
土
元
様
は
、

　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
前
斑
岩
寺
益
公
座
元
禅
師
、
字
以
謙
中
、
特
命
其
友
東
濃
禄
子
、
釈
其

　
　
義
焉
。
吾
済
深
所
敬
畏
、
事
無
小
大
難
易
、
有
命
必
応
。
（
「
陸
中
説
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

と
親
交
を
述
べ
、
「
仏
心
寺
請
謙
中
座
元
山
門
疏
」
を
作
っ
て
い
る
。
瑞
岩

む寺
も
仏
心
寺
も
土
岐
氏
が
外
題
す
る
禅
寺
で
あ
る
。
大
中
が
南
禅
寺
六
十
世

住
持
と
な
っ
た
時
、
太
白
真
玄
が
「
大
中
住
南
禅
山
門
疏
」
を
書
い
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
小
序
』
の
六
十
三
「
蟹
」
と
は
、
仏
心
寺
和
尚
即
ち
謙

中
（
大
中
）
善
益
が
美
濃
・
尾
張
・
伊
勢
の
三
州
府
君
前
光
禄
大
夫
源
公
（
土

岐
頼
康
）
の
牒
書
を
、
美
作
興
雲
寺
に
隠
棲
す
る
金
華
元
様
に
送
っ
た
専
使

の
こ
と
で
あ
る
。
土
岐
頼
康
は
後
述
す
る
雲
渓
支
山
の
父
で
あ
り
、
『
小
序
』

の
作
老
は
ま
す
ま
す
網
の
糸
の
よ
う
に
関
連
し
合
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
義
堂
周
信
・
大
本
良
中
・
心
華
元
様
の
三
人
の
作
品
は
、
『
小
序
』

以
外
の
外
集
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
だ
が
以
下
は
筆
者
の
推
定
で
あ
る
。

y
　
ま
え
に
皿
で
心
慮
善
様
の
作
品
で
あ
る
と
確
定
し
得
な
か
っ
た
五
十
九

「
殿
下
」
、
六
十
「
叡
想
」
、
六
十
一
「
手
勅
」
は
、
私
は
惟
忠
通
恕
の
作
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
『
心
華
詩
藁
』
に
は
、
「
上
太
上
皇
謝
賜
志
井
序
」
（
『
小
序
』
五
＋
八
「
聖

旨
」
と
同
じ
）
に
続
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
立
引
元
様
重
用
零
字
曲
、
奉
献
親
王
殿
下
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
ね

と
い
う
作
品
が
あ
る
が
、
『
小
序
』
五
十
九
「
殿
下
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
カ

　
　
濫
僧
某
謹
奉
聖
旨
、
詣
干
守
内
、
陪
侍
太
上
皇
陛
下
、
親
王
殿
下
。
益

　
　
一
日
辱
蒙
殿
下
特
賜
玉
章
、
昭
回
之
光
熱
飾
言
葬
。
（
後
略
）

と
あ
っ
て
、
心
華
と
は
別
人
の
作
品
と
思
わ
れ
る
。
『
小
序
』
の
次
の
六
十

「
叡
想
」
は
、

　
　
野
僧
某
、
一
日
偶
有
負
薪
之
憂
、
不
得
諸
寺
。
上
皇
辱
説
話
想
、
藍
碧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ら

　
　
便
蒙
寵
慰
、
莚
及
日
午
。
中
使
応
命
、
特
認
鼻
薬
一
器
。
聖
青
魚
加
、
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蔭木英雄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

　
　
何
病
不
除
之
有
焉
哉
。
晩
間
更
賜
梅
花
・
頭
綱
之
茶
三
品
。
（
後
略
）

で
あ
り
、
惟
忠
通
恕
の
『
雲
堅
蔵
吟
』
を
ひ
も
ど
く
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
奉
謝
　
上
皇
首
吊
薬
井
茶
次
韻

　
　
年
来
吾
道
属
至
難
　
両
髭
如
霜
心
血
丹
　
天
上
龍
団
今
已
賜
　
金
剛
仙

　
　
露
未
曽
乾

と
い
う
七
言
絶
句
が
あ
る
。
傍
点
の
語
を
考
え
合
す
と
、
六
十
「
叡
想
」
は

惟
忠
通
恕
の
作
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
前
後
の
「
殿
下
」
「
手
署
」
も

同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

●
惟
忠
通
説
の
生
年
と
出
自
は
不
明
、
仏
党
派
に
属
す
る
。
義
歯
周
信
が
、

　
　
空
話
通
儒
、
（
中
略
）
置
型
老
人
著
惟
忠
字
説
。
（
「
惟
忠
説
」
）

と
記
し
て
い
る
の
で
、
惟
忠
億
仏
教
学
の
み
な
ら
ず
儒
学
に
も
通
じ
、
下
上

老
人
即
ち
中
巌
円
月
に
従
事
し
た
ら
し
く
、

　
　
東
山
惟
忠
恕
公
記
史
、
下
文
兼
熟
、
而
与
余
（
義
字
）
最
善
。
以
丁
卯

　
　
（
；
天
七
）
秋
、
暫
別
為
南
海
游
、
出
始
求
語
云
々
。

と
あ
っ
て
、
学
芸
は
義
堂
周
信
に
負
う
所
が
多
か
っ
た
。
惟
忠
通
恕
は
『
着

色
撒
』
に
、

　
　
ぬ
　
　
カ

　
　
益
友
筆
才
老
師
、
頃
屏
　
干
山
陽
、
一
興
詩
聖
、
実
無
悶
於
世
者
也
。

　
　
（
「
寄
聖
寿
長
老
心
華
老
人
」
）

と
記
し
て
指
油
元
禄
と
雅
量
を
結
び
、
後
に
横
川
景
三
が
『
補
庵
京
華
翌
翌
』

で
、　
　
乃
翁
永
源
老
師
（
惟
忠
通
訳
）
道
高
一
世
、
望
重
叢
林
、
蓋
古
仏
之
応

　
　
世
也
。
顕
山
相
公
、
書
聖
其
風
、
百
揆
之
暇
、
国
詞
法
要
。
（
「
竹
浦
字

　
　
　
（
1
2
）

　
　
説
」
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
足
利
義
持
の
篤
い
帰
依
を
受
け
て
、
越
中
金
剛
寺
、
山

城
安
国
寺
、
そ
し
て
建
仁
・
天
龍
・
南
禅
の
大
官
寺
に
歴
住
し
、
永
享
元
年

（一

l
二
九
）
九
月
二
十
五
日
、
東
山
常
在
光
院
で
示
寂
し
た
。

V
　
次
に
『
小
序
』
の
作
者
と
し
て
推
定
さ
れ
る
の
は
、
土
岐
頼
康
四
男
の

雲
渓
鳳
至
で
あ
る
。

　
『
小
序
』
に
は
、
金
華
山
法
雲
寺
と
い
う
寺
名
が
三
篇
（
二
四
、
三
八
、

四
六
）
、
赤
松
壷
皿
林
寺
が
五
篇
（
＋
二
、
＋
四
、
二
九
、
四
六
、
四
八
）
、
西
岩

が
四
篇
（
＋
二
、
二
八
、
二
九
、
四
＋
）
、
宝
華
山
護
聖
寺
が
十
九
の
一
篇
、

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
寺
請
が
所
在
す
る
播
陽
（
兵
庫
県
南
部
）
と
い
う
地
名

が
五
篇
（
七
、
九
、
二
二
、
四
九
、
七
三
）
に
出
て
き
て
、
実
質
合
計
十
五
篇

が
播
磨
に
関
連
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
綜
合
し
て
考
え
る
と
、
播
磨
守
護
の

赤
松
氏
が
浮
び
上
っ
て
く
る
。

●
金
華
山
法
雲
寺
は
「
雪
村
大
和
尚
行
道
記
」
に
よ
る
と
、

　
　
丁
丑
之
年
（
＝
三
二
七
）
冬
十
月
望
、
創
建
大
仏
殿
。
寺
名
法
雲
昌
国
、

　
　
山
号
金
華
、
堅
甲
筆
也
。
被
旨
己
卯
冬
十
一
月
明
日
。
位
子
諸
山
之
列
。

　
　
而
定
十
方
住
持
者
。

と
あ
る
よ
う
に
、
赤
村
則
村
が
延
元
二
年
冬
、
雪
村
野
梅
を
開
山
と
し
て
、

赤
穂
郡
上
郡
町
苔
縄
に
創
建
し
、
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
に
諸
山
に
列
せ

ら
れ
て
、
十
方
住
持
制
（
一
つ
の
門
派
に
償
わ
れ
ず
に
広
く
住
持
を
登
用
）
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
も

っ
た
。
山
号
は
、
中
国
漸
江
省
金
華
擁
壁
に
あ
る
赤
松
観
（
道
教
寺
院
）
に
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『投贈和答等諸小序』について

拠
っ
て
い
る
。

●
赤
松
山
宝
林
寺
は
、

　
　
宝
林
寺
、
元
々
備
前
新
田
庄
中
山
、
貞
和
中
、
則
祐
建
立
、
請
師
開
山
。

　
　
（
中
略
）
文
和
四
年
春
、
移
建
播
州
今
地
。
九
月
二
日
、
列
天
下
十
刹
、

　
　
住
持
有
承
。

と
い
う
「
雪
村
大
和
尚
行
道
記
」
に
よ
る
と
、
赤
松
感
量
が
父
則
村
の
遺
志

を
つ
い
で
、
岡
山
県
和
気
郡
和
気
町
中
山
に
、
雪
村
友
梅
を
開
山
と
し
て
建

立
し
、
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
春
に
兵
庫
県
赤
穂
郡
河
野
原
に
移
し
て
、

諸
山
よ
り
一
段
上
の
十
刹
に
達
せ
ら
れ
、
一
山
派
相
承
の
寺
と
な
っ
た
。

　
十
四
世
紀
中
ご
ろ
、
法
雲
寺
（
o
印
）
宝
林
寺
（
●
印
）
に
入
寺
し
た
人

で
、
筆
者
が
確
認
出
来
た
僧
を
法
系
図
か
ら
抜
き
出
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　山

　寧

　
　
　
　
　
　
　

臨
占
鰹
舶
羅

　雪
渓
背
信

十
方
住
持
制
の
法
雲
寺
に
は
右
の
ほ
か
、
竺
堂
円
盟
（
嵌
翁
忌
）
、
至
境
霊
致

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

（
大
鑑
派
）
、
汝
森
妙
佐
（
嵯
峨
派
）
、
仲
方
円
伊
（
大
覚
派
）
、
勉
之
肯
栴
（
仏

光
派
）
が
住
持
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
宝
林
寺
に
は
嗣
法
不
明
の
、
大
竃
上

　
お
　

人
、
用
中
日
妙
、
蒲
庵
口
睦
が
入
院
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
右
の
一
人
一
人
の
文
学
的
経
歴
を
調
べ
て
み
る
と
、
『
雲
量
山
禅

師
証
雛
』
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
っ
た
。
（
句
読
点
、
傍
点
は
筆
者
）

　
　
相
国
雲
渓
支
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヘ
　
ヤ
　
カ
　
ぬ
　
り
　

　
　
師
譲
支
読
字
雲
渓
。
郡
下
庵
卵
塔
日
明
空
、
播
永
良
有
益
華
山
護
聖
寺
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ

　
　
寺
十
境
蒲
団
山
禅
定
岩
。
方
丈
有
西
岩
之
額
、
有
西
岩
集
二
冊
律
詩
也
。

　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ

　
　
室
名
日
極
量
、
有
識
隠
集
五
冊
。

方
丈
と
室
名
に
因
ん
で
、
雲
渓
支
山
に
は
詩
集
『
西
岩
心
』
と
外
集
『
雨
隠

集
』
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
す
る
と
『
小
序
』
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ぬ

　
　
癸
丑
（
一
三
七
三
）
冬
、
某
上
人
、
柾
駕
過
書
於
尊
書
露
華
。
（
＋
九
「
謝

　
　
辞
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
ら

　
　
某
上
人
（
中
略
）
冬
中
又
見
訪
余
於
西
岩
。
（
＋
二
「
恨
相
見
之
晩
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ

　
　
向
喜
某
上
人
、
来
過
西
岩
謄
隠
題
室
。
（
二
八
「
和
詩
」
）

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヤ

　
　
余
頃
謝
事
於
宝
林
、
帰
臥
西
岩
旧
卒
。
（
二
九
「
三
富
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　
　
某
上
人
、
偶
自
雲
岩
旧
隠
来
、
訪
余
病
於
西
岩
山
堂
。
（
四
＋
「
逢
乖
」
）

の
五
篇
は
傍
点
の
語
か
ら
、
一
山
派
の
雲
渓
支
山
の
作
と
推
定
し
て
ほ
ぼ
間

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

違
い
な
い
。
四
十
の
雲
岩
と
い
う
の
は
京
の
西
禅
寺
の
開
基
塔
で
あ
る
。
西

禅
寺
開
基
は
小
串
範
秀
で
、
彼
は
大
覚
派
の
石
面
旨
明
を
開
山
に
請
じ
た
が
、

雪
村
友
梅
に
も
深
く
帰
依
し
、
赤
松
氏
と
も
誼
を
通
じ
て
い
た
。

●
雲
霞
韮
山
に
つ
い
て
、
玉
村
竹
二
氏
の
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
（
四
二

頁
）
と
重
複
を
避
け
て
略
述
し
て
お
く
。
『
黄
龍
十
世
録
』
『
東
海
一
叢
集
』
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蔭木英雄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

『
乾
峰
和
尚
語
録
』
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
雲
石
」
の
道
号
頬
が
載
っ
て
い
る
の

で
、
雲
渓
支
山
は
龍
山
徳
見
、
中
巌
円
月
、
乾
峰
士
錘
の
三
禅
師
の
教
え
を

多
少
な
が
ら
も
受
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
空
華
集
』
に
は
、

　
　
も
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
も

　
　
金
華
洞
接
宝
林
幽
　
二
目
風
流
未
白
頭
（
「
送
芸
蔵
主
兼
簡
雲
石
竺
芳
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
い
う
句
が
あ
り
、
「
和
韻
太
虚
送
還
面
面
侍
者
帰
京
兼
呈
正
法
雲
石
」
な

ど
、
多
く
の
応
酬
詩
も
あ
る
の
で
、
義
堂
周
信
の
詩
風
の
影
響
も
受
け
た
で

あ
ろ
う
。

　
正
宗
皇
統
著
『
禿
尾
長
聖
賢
』
に
は
、

　
　
一
時
宇
宿
、
義
堂
・
龍
漱
・
太
清
・
黙
庵
・
絶
梅
・
空
谷
・
霊
岳
・
嚢

　
　
ぬ

　
　
渓
・
皆
莫
逆
也
。
（
コ
庵
大
禅
師
行
状
」
）

と
あ
り
、
一
庵
一
麟
や
雲
渓
支
山
は
、
当
代
の
名
宿
と
親
交
を
結
ん
で
い
た

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
こ
の
ほ
か
、
「
次
韻
二
条
摂
政
大
相
公
訪
雲
石
於
東
山
大
草
庵
」
（
『
了
幻

　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ

集
』
）
、
「
和
韻
二
条
大
相
国
藤
君
游
東
山
寄
雲
石
西
堂
」
（
『
雲
田
富
吟
』
）
、
「
謹

　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も

奉
同
二
条
関
白
殿
下
韻
大
堺
雲
石
禅
師
」
（
『
天
為
和
尚
録
』
）
な
ど
を
見
る
と
、

雲
野
里
山
は
二
条
青
星
を
中
に
は
さ
ん
で
、
古
剣
妙
快
・
惟
忠
忠
恕
ら
と
も

風
雅
の
交
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
　
『
小
序
』
の
人
名
・
地
名

　
こ
れ
以
上
『
小
序
』
の
作
者
を
特
定
す
る
こ
と
は
行
き
詰
っ
て
し
ま
っ
た
。

以
下
、
作
品
に
記
さ
れ
る
個
有
名
詞
を
検
討
し
て
、
『
小
序
』
の
五
山
文
学

に
於
け
る
位
置
を
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ

●
一
「
和
詩
謝
訪
」
に
は
、
某
上
人
が
作
者
を
訪
れ
る
前
に
、
龍
門
丈
室
に

刺
を
投
じ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
龍
門
は
吉
水
山
龍
門
調
か
も
知
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ

な
い
が
、
四
十
七
「
伝
信
」
に
あ
る
“
壷
鐙
龍
門
”
と
考
え
ら
れ
る
。
美
濃

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
神
淵
山
龍
門
寺
は
土
岐
頼
貞
が
一
山
一
寧
を
開
山
と
し
て
建
立
し
た
寺

で
、
こ
こ
に
も
一
山
派
と
土
岐
氏
の
師
壇
関
係
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
『
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

華
集
』
七
に
、
「
又
用
前
韻
寄
龍
門
晦
谷
師
兄
兼
曇
霞
悉
楷
三
頭
者
」
が
あ

り
、
龍
門
寺
の
詩
社
？
　
に
も
講
堂
周
信
の
姿
が
隠
顕
す
る
。
と
も
あ
れ
、

一
「
和
詩
謝
訪
」
は
一
山
派
の
色
が
濃
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ

●
三
「
同
（
和
詩
謝
訪
）
」
は
、
某
上
人
が
作
者
を
東
山
客
管
に
訪
れ
た
事
を

述
べ
、
四
「
哀
悼
」
は
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
冬
に
死
亡
し
た
某
上
人
の

　
　
　
　
ヤ
　
へ
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
き
さ
つ

霊
前
に
、
東
山
友
社
の
器
之
蔵
主
が
哀
悼
の
偶
を
作
る
経
緯
を
記
す
。

　
へ
　
　
ぬ

　
東
山
建
仁
寺
の
器
之
と
い
え
ば
、
こ
れ
も
｝
山
派
の
大
龍
庵
（
雪
村
友
梅

の
塔
所
）
の
器
之
琴
座
で
あ
る
。
義
堂
周
信
の
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
に
、

　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
董
器
之
伝
二
条
准
后
相
公
命
、
令
題
扇
面
導
者
二
扇
。
（
康
暦
二
、
六
、

　
　
十
四
）

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
赴
二
条
殿
倭
漢
聯
句
会
。
（
中
略
）
時
会
者
、
安
国
相
山
・
洞
春
玉
岡

　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
・
大
龍
器
之
・
准
后
摂
政
令
子
三
一
侍
者
也
。
（
同
年
、
八
、
八
）

と
あ
っ
て
、
器
之
は
二
条
良
基
父
子
や
相
山
良
永
・
義
堂
周
信
ら
と
和
漢
聯

句
を
楽
し
ん
で
い
る
。
故
に
、
三
も
四
も
一
山
派
に
深
く
関
係
す
る
。
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r投贈和答等諸小序』について

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

●
十
三
「
賀
住
山
」
は
、
西
禅
寺
か
ら
広
厳
寺
に
栄
遷
し
た
某
尊
属
禅
師
に
、

山
中
に
病
臥
す
る
作
者
が
献
じ
た
斐
辞
で
あ
る
。

　
西
禅
寺
の
開
山
開
基
は
前
述
し
た
通
り
で
、
『
扶
桑
五
山
記
』
に
は
一
山

一
雨
を
開
山
と
記
し
て
お
り
、
雪
村
友
梅
が
住
持
と
な
っ
て
か
ら
は
、
雪
村

　
　
　
　
つ
　
ち
え
ん

の
法
系
の
度
弟
院
と
な
っ
た
。

　
医
王
山
広
厳
寺
（
神
戸
市
兵
庫
区
楠
町
）
は
、
赤
松
則
祐
が
明
極
楚
俊
を
開

山
と
し
て
建
立
し
た
寺
で
あ
る
。
西
禅
・
広
厳
両
寺
の
性
格
か
ら
、
“
某
尊

属
禅
師
”
は
一
山
派
の
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
十
四
「
同
（
賀
住
山
）
」
の
“
宝

林
堂
上
某
大
禅
師
”
も
一
山
派
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
管
見
に
入
る
と
こ
ろ
で
は
、
西
禅
寺
か
ら
広
厳
寺
に
遷
住
し
た
一
山
派
僧

に
は
相
山
良
永
が
い
る
。
『
空
華
集
』
九
に
、
「
賀
西
面
相
山
遷
広
厳
」
と
い

う
作
が
見
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
相
山
良
永
は
●
道
元
文
信
の
項
の
「
除
夜
感
懐
詩
序
」
で
述
べ
た
如
く
、

建
仁
寺
詣
龍
庵
で
義
堂
や
道
元
と
夜
話
に
興
じ
、
嵯
峨
派
の
絶
海
中
潮
や
汝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
　
　
　
　
ね
　

森
黒
桧
と
交
り
、
大
量
派
の
中
富
円
月
の
教
え
も
受
け
た
ら
し
く
、
大
鑑
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　

の
天
境
霊
寺
ら
と
も
詩
偶
を
応
酬
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

●
十
五
コ
辰
傷
」
所
出
の
桂
堂
は
不
明
。
こ
の
頃
の
禅
僧
に
は
桂
堂
師
林
、

桂
堂
士
聞
、
桂
堂
玄
定
な
ど
の
よ
う
に
、
道
号
を
同
じ
く
す
る
禅
僧
が
多
く
、

特
定
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。

●
十
六
「
述
懐
」
は
、
都
か
ら
来
た
某
上
人
が
作
者
に
詩
を
呈
し
て
慰
め
、

め
　
　
ぬ

言
論
上
人
が
そ
れ
に
和
し
た
と
い
う
事
情
を
記
し
て
い
る
。
惟
忠
通
恕
の
『
雲

墾
猿
吟
』
を
見
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も

　
　
佳
人
別
去
在
金
華
（
「
寄
耕
隠
侍
者
」
）

と
い
う
句
が
あ
り
、
耕
隠
は
金
華
山
法
雲
寺
に
掛
錫
し
た
禅
僧
で
、
一
山
派

に
属
し
て
い
た
と
思
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
へ

●
廿
二
「
献
菅
神
」
は
、
播
陽
桑
原
北
岡
の
寺
に
寓
居
す
る
作
者
が
、
寺
の

隣
の
北
野
天
神
廟
を
詠
っ
た
次
第
を
述
べ
て
い
る
。
『
峰
相
記
』
を
ひ
も
ど

く
と
、
桑
原
（
現
在
龍
野
市
内
）
に
は
永
明
門
派
の
明
欽
上
座
が
住
持
し
た

慶
福
寺
が
あ
る
。
蔵
山
岳
空
を
祖
と
す
る
永
明
門
派
に
は
、
絵
画
史
上
名
高

い
吉
山
慶
兆
を
は
じ
め
、
明
を
系
字
と
す
る
僧
が
多
い
が
、
明
盲
上
座
に
つ

い
て
は
不
詳
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
カ

●
廿
七
「
佳
境
」
は
、
作
者
が
静
明
軒
の
前
庭
に
遊
ん
だ
時
の
作
品
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む

龍
漱
半
沢
の
『
砂
壌
集
』
に
、
「
和
静
明
軒
」
「
和
韻
答
静
明
軒
並
裕
侍
者
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

と
題
す
る
作
品
が
あ
り
、
裕
侍
者
と
は
雪
村
友
梅
の
法
嗣
謙
渓
令
裕
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

で
あ
る
。
「
和
静
明
軒
」
の
次
に
「
和
韻
答
謙
渓
侍
者
」
と
い
う
七
言
律
詩

が
あ
る
の
で
、
私
の
推
定
は
見
当
は
ず
れ
で
は
あ
る
ま
い
。
す
る
と
こ
の
廿

七
も
一
山
派
に
関
連
す
る
作
品
な
の
で
あ
る
。

●
廿
八
「
和
詩
」
は
、
前
述
の
如
く
雲
渓
支
山
の
作
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
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蔭木英雄
る
が
、
和
詩
を
進
呈
す
る
相
手
の
愚
渓
上
人
と
は
、

の
三
聖
浄
慧
で
あ
る
。
（
拙
稿
末
の
法
系
図
参
照
）

一
山
派
無
学
紀
年
の
嗣

●
出
一
「
進
慕
」
は
、
亡
き
甲
之
雄
峰
の
某
尊
叔
和
尚
を
慕
う
作
品
で
あ
る
。

そ
の
文
章
の
中
で
、
作
者
は
南
遊
（
中
国
江
南
地
方
を
行
脚
修
行
）
か
ら
帰
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
や

し
て
、
雄
峰
か
ら
僅
か
数
里
離
れ
た
牧
阜
に
住
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ

牧
阜
と
は
山
梨
市
牧
丘
町
の
常
牧
山
浄
居
寺
で
あ
ろ
う
。
浄
居
寺
は
含
量
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

師
が
一
山
一
寧
を
勧
請
開
山
と
し
た
寺
で
、
そ
の
後
、
蘭
心
良
芳
を
中
興
開

山
と
す
る
な
ど
、
一
山
派
の
人
が
多
く
住
持
と
な
っ
た
。
大
本
連
中
も
そ
の

一
人
で
あ
る
。
出
一
も
一
山
派
の
色
彩
の
濃
い
作
品
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ

●
介
在
「
又
（
贈
人
）
」
は
、
良
山
に
い
る
作
者
を
某
上
人
が
訪
れ
、
義
堂

周
信
序
の
送
行
詩
軸
の
践
文
を
依
頼
す
る
文
章
で
あ
る
。
良
山
は
「
雪
村
大

和
尚
行
道
記
」
の
、

　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
　
潜
出
金
峰
、
掩
関
於
良
峰
（
暦
応
四
年
の
頃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
良
峰
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
は
雪
村
が
金
華
山
法
雲
寺
を
出
た
時
の
記

述
で
、
良
峰
は
吉
峰
と
も
書
き
、
播
磨
に
在
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
る

と
、
出
五
も
一
山
派
の
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ぬ

●
出
七
「
慶
重
修
」
は
、
火
災
に
遭
っ
た
妙
楽
寺
の
復
興
を
慶
ぶ
文
章
で
あ

る
が
、
拙
意
楼
の
あ
る
筑
前
妙
楽
寺
の
こ
と
か
、
山
城
妙
楽
寺
か
不
明
。

●
四
十
七
「
悼
異
域
円
寂
」
は
、
中
国
の
明
王
延
慶
寺
で
病
没
し
た
日
本
僧

　
　
　
　
　
コ
　
　
も

を
悼
ん
で
、
道
原
上
人
が
悼
詩
を
作
っ
た
の
に
作
者
が
和
し
た
作
品
で
あ
る
。

道
原
上
人
と
は
先
述
の
道
元
文
信
で
、
四
十
七
の
作
者
は
彼
と
同
じ
友
社
に

属
す
る
禅
僧
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

●
四
十
四
「
雪
隠
」
、
四
十
六
「
送
行
」
、
五
十
「
賞
菊
」
に
は
雲
門
老
師
（
太

ぬ
　
ヘ
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
へ
　
も
　
も

南
宗
溜
）
の
名
が
記
さ
れ
、
四
十
六
は
宝
林
寺
竺
芳
祖
喬
の
送
行
偶
に
和
す

る
作
品
で
、
こ
の
三
篇
も
一
山
派
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
小
串
範
秀
の
子
の
太
清
宗
滑
は
、
雪
村
友
梅
の
塔
雨
龍
庵
主
を
勤
め
、
美

濃
龍
門
寺
に
住
し
た
。

　
竺
芳
祖
窩
は
一
山
派
の
石
梁
仁
恭
の
嗣
。
『
了
幻
集
』
に
「
和
韻
龍
峰
和

　
　
　
　
カ
　
　
ぬ

直
垂
二
野
竺
馬
長
老
領
浄
妙
首
座
」
が
あ
る
の
で
、
鎌
倉
農
楽
寺
に
住
し
た

あ
と
浄
妙
寺
首
座
に
な
っ
た
ら
し
い
。
鞘
堂
周
信
の
教
え
を
受
け
、
入
復
し

て
修
行
を
重
ね
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
で

　
　
威
謂
、
和
尚
年
徳
倶
郡
、
尚
高
湿
ホ
。
豊
非
輿
論
未
公
邪
。
（
「
与
竺
芳

　
　
書
」
）

と
義
堂
が
書
き
送
る
よ
う
に
、
不
遇
の
時
期
が
あ
っ
た
。
し
か
し
後
に
は
、

宝
林
・
真
如
・
建
仁
・
南
禅
に
歴
住
し
、
心
華
元
様
、
惟
忠
通
恕
、
太
白
真

玄
ら
と
交
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
も
　
　
ぬ

●
六
十
六
「
椰
子
」
は
、
陽
明
相
公
が
採
表
し
た
椰
子
を
心
え
る
作
品
で
あ

る
。
年
代
か
ら
考
え
る
と
、
陽
明
相
公
は
近
衛
道
嗣
（
一
三
三
二
～
一
三
八
七
）
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で
あ
ろ
う
。
義
堂
周
信
の
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
（
永
徳
三
、
三
、
七
）
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む

　
　
亡
君
（
足
利
義
満
）
説
、
「
於
昨
日
永
明
院
倭
漢
聯
句
、
近
衛
聖
句
日
云

　
　
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
近
衛
道
嗣
は
東
福
寺
永
明
院
（
●
廿
二
「
献
菅
神
」
の

項
参
照
）
で
、
文
学
僧
た
ち
と
和
漢
聯
句
会
を
開
い
て
い
る
が
、
『
小
序
』

の
椰
子
の
話
は
、
道
嗣
の
『
愚
管
記
』
に
は
見
出
せ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も

●
七
十
「
梅
花
」
は
、
至
徳
仲
春
、
作
者
と
妙
高
老
人
は
山
村
の
梅
花
を
尋

ね
て
、
老
人
の
命
で
詩
作
す
る
と
い
う
文
章
で
あ
る
。
七
十
五
「
文
武
之
才
」

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

に
、
“
通
幻
之
旨
”
と
い
う
語
が
あ
る
の
で
、
妙
高
老
人
は
通
当
直
医
が
能

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

登
総
持
寺
に
開
い
た
妙
高
庵
の
僧
か
も
知
れ
な
い
が
、
夢
野
派
の
妙
高
と
も

　
　
　
　
（
2
7
）

考
え
ら
れ
る
。

●
七
十
三
「
古
人
重
言
」
は
、
一
山
派
の
ヵ
跡
啓
君
門
睡
の
某
上
人
が
、
播

磨
の
白
雲
山
に
帰
る
時
の
送
行
詩
序
で
あ
る
。

　
大
同
啓
初
は
、
『
宝
器
真
空
禅
師
語
録
』
に
は
、
「
送
大
同
蔵
主
奔
父
喪
」
、

「
寄
大
同
蔵
主
」
と
題
す
る
七
言
絶
句
が
あ
る
。
後
者
の
起
承
句
、

　
　
鯨
波
千
里
一
身
安
　
接
信
心
聞
到
故
山

は
、
古
林
清
茂
に
参
禅
し
て
帰
国
し
た
大
同
が
、
故
郷
か
ら
雪
村
友
梅
に
便

り
を
送
っ
た
返
信
で
あ
る
。
大
同
が
宝
林
寺
か
ら
禅
興
寺
に
遷
っ
た
時
、
義

堂
は
「
初
大
同
住
禅
興
諸
山
疏
」
を
作
る
。
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）
夏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

禅
興
寺
で
示
寂
し
、
法
嗣
金
仙
口
選
は
遺
骨
を
宝
林
寺
に
持
ち
帰
っ
た
。

●
七
＋
五
「
文
武
口
才
」
は
・
四
半
の
禅
旨
に
参
じ
た
惣
露
（
一
四
三
聯

0
～
一
四
八
八
）
の
、
七
十
余
篇
の
佳
趣
を
朝
夕
吟
玩
し
た
作
者
が
、
為
邦

の
作
に
和
噛
し
た
序
で
あ
る
。
菊
池
武
邦
の
家
系
は
、

　
　
　
武
重

　
　
「

　
　
　
武
光
1
（
三
代
略
）
1
世
尊
－
為
重
－
重
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

で
、
九
州
南
朝
軍
の
菊
池
武
重
は
、
曹
洞
宗
螢
山
派
の
祖
継
大
智
（
＝
二
二

二
～
一
三
九
一
）
に
帰
依
し
、
為
邦
は
、

　
　
親
参
通
幻
之
旨
、
吸
尽
洞
上
之
心
々
、
顕
喜
捨
門
外
護
之
檀
那
。
（
『
小

　
　
序
』
七
十
五
「
文
武
之
才
」
）

と
あ
る
よ
う
に
、
峨
山
派
の
通
落
前
霊
（
＝
三
一
二
～
＝
二
九
一
）
の
法
門
の
僧

に
参
じ
た
の
で
あ
る
。

●
七
十
四
「
呵
筆
」
、
七
十
六
「
傾
蓋
指
墨
」
は
、
応
安
三
年
（
＝
二
七
〇
）

リ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
へ

西
麓
延
福
に
客
居
し
て
い
た
作
者
を
、
建
長
寺
の
旧
友
が
訪
れ
て
久
潤
を
叙

し
、
日
本
禅
林
の
弊
風
を
嘆
く
序
で
あ
る
。
聚
景
山
延
福
寺
は
聖
一
派
の
南

山
士
雲
が
開
山
で
、
『
乾
町
和
尚
語
録
』
『
不
二
遺
稿
』
に
よ
る
と
、
荘
厳
門

派
の
宗
芳
長
派
や
智
外
が
出
住
し
て
い
る
。
し
か
し
近
江
福
富
の
野
曝
寺
で

　
　
カ
　
　
へ

は
、
西
翠
の
二
字
が
合
わ
な
い
。
も
し
か
す
る
と
、
夢
窓
派
の
平
仲
中
衡
が

　
　
　
　
　
　
o
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

住
持
し
た
丹
波
西
田
の
延
福
寺
か
も
知
れ
な
い
。
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三
　
ま
と
め

　
以
上
、
『
投
贈
和
百
里
諸
士
小
序
』
（
『
小
序
』
と
略
記
）
の
作
者
が
翔
之
恵

鳳
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
『
小
序
』
各
篇
の
作
者
、
記
述
の
個

有
名
詞
を
検
討
し
て
、
五
山
文
学
上
の
『
小
序
』
の
位
置
を
考
察
し
て
き
た
。

重
複
す
る
所
も
あ
る
が
、
ま
と
め
て
み
る
。

ω
　
　
『
小
序
』
の
作
者
と
し
て
、
義
堂
周
信
、
大
本
良
中
、
心
華
元
禄
の
三

　
　
人
が
、
他
の
外
集
・
語
録
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。

②
　
惟
忠
通
恕
、
雲
渓
支
山
の
両
僧
も
、
作
者
と
推
定
し
て
間
違
い
な
い
。

㈹
　
　
『
小
序
』
に
は
、
東
山
（
建
仁
寺
）
、
美
濃
（
土
岐
氏
）
、
播
磨
（
赤
松
氏
）

　
　
に
地
縁
の
あ
る
作
品
が
多
い
。

ω
　
換
言
す
れ
ば
、
土
岐
・
赤
松
氏
の
外
護
を
受
け
た
一
山
派
関
係
の
作
品

　
　
が
大
部
分
を
占
め
る
。

⑥
　
さ
ら
に
大
胆
に
推
測
す
る
な
ら
、
義
堂
周
信
を
中
心
と
す
る
詩
社
（
禅

　
　
林
で
は
友
社
と
称
す
る
）
の
序
文
を
集
め
て
、
後
学
者
の
模
範
文
集
と
し

　
　
た
の
が
『
小
序
』
で
あ
り
、
覇
之
恵
鳳
は
そ
の
書
写
者
で
あ
る
。

⑥
　
紛
で
述
べ
た
友
社
の
構
成
員
は
、
次
の
法
系
図
の
印
の
あ
る
禅
僧
た
ち

　
　
で
、
そ
の
中
に
俗
人
の
二
条
良
基
ら
が
接
点
と
し
て
存
在
す
る
。

　
　
（
次
の
法
系
図
で
□
は
『
小
序
』
の
作
者
。
傍
線
は
『
小
序
』
記
載
人
物
。

　
　
へ
　
　
も

　
　
傍
点
は
関
連
の
あ
る
僧
。
）

（一

R
派
）

　　　　一、
　　　　山・

　　　　郵

無
意
良
欽

無
極
良
縁

東
林
友
丘

石
梁
仁
恭

愚
渓
浄
慧

相
山
良
永
圏竺芳心
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ぬ

1
1
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（
大
覚
派
）

蘭
渓
道
隆

（
法
海
派
）

紅
茸
品
■
禰
薩
－
屡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

桑
田
道
海
　
　
ロ
ー
鈍
夫
全
快

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
コ
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
□
1
石
庵
旨
明

石
渓
心
月
痘
離
「
凹
帥
嚢
中
）
善
益

（
聖
一
派
）

∴
凱
翼
畔
難
影
野
懸
殿

（
宏
智
派
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

東
明
替
凸
殿
轄
朋
渓
。
明

（
－
－
は
受
業
関
係
）

注　 　　　321
）））
『
五
山
文
学
全
集
』
第
二
輯
（
昭
和
四
八
・
思
文
閣
）
一
六
二
五
頁
。

拙
著
『
訓
注
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
（
昭
五
七
・
思
文
閣
）
二
九
五
頁
。

寺
田
透
『
義
堂
周
信
・
絶
海
中
津
』
（
昭
五
二
・
筑
摩
書
房
）
。
玉
村
竹
二

　
　
『
日
本
の
禅
語
録
八
・
五
山
詩
僧
』
（
昭
五
三
・
講
談
社
）
な
ど
参
照
。

（
4
）
　
『
五
山
文
学
新
集
』
別
巻
二
（
昭
五
六
・
東
京
大
学
出
版
会
）
九
二
頁
。

（
5
）
　
一
山
一
寧
が
開
山
、
二
階
堂
信
濃
守
が
開
基
。

（
6
）
　
栄
朝
が
開
山
、
新
田
義
子
が
開
基
。
『
空
華
集
』
十
一
に
”
且
つ
聞
く
、
ヵ

　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ

　
本
禅
師
、
徒
を
長
楽
に
訓
じ
て
後
、
風
俗
之
が
為
に
一
に
革
ま
る
。
”
（
「
送
巧

　
上
人
帰
上
州
詩
序
」
）
と
あ
る
。
現
在
は
天
台
宗
に
属
す
。

（
7
）
　
開
山
は
大
覚
派
の
鈍
夫
全
快
で
、
そ
の
法
嗣
の
秀
涯
全
俊
も
、
中
国
で
宋

　
景
濠
と
方
外
の
交
を
結
ん
で
帰
国
す
る
と
、
善
応
寺
に
住
し
た
。
大
本
訪
中
は

　
こ
の
寺
で
遷
化
し
た
。
現
在
は
曹
洞
宗
の
寺
。

（
8
）
行
政
疏
と
は
、
行
宣
政
院
が
新
旧
住
持
の
高
徳
を
証
明
し
て
、
入
院
を
命

　
ず
る
文
書
の
こ
と
。
「
仙
回
心
住
長
楽
江
湖
疏
」
（
『
空
華
集
』
十
九
）
に
、
”
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ

　
治
甲
辰
の
夏
、
朝
廷
よ
り
旨
有
り
。
関
東
の
幕
府
始
め
て
行
宣
政
院
を
置
き
、

　
十
州
管
内
の
禅
教
諸
刹
を
以
て
属
す
。
歳
の
冬
十
月
十
二
日
、
府
君
左
武
衛
大

　
将
軍
源
公
躬
か
ら
院
事
を
領
す
”
（
原
漢
文
）
と
あ
る
。

　13

）

　　　　　　　　　　

121110　9
）　　）　　）　　）

　
致
の
会
下
に
あ
っ
て
、

（
1
4
）

　
山
派
か
ら
嵯
峨
派
に
転
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
5
）
　
心
華
元
禄
の
作
っ
た
「
前
席
三
寿
三
春
住
宝
林
山
門
疏
」
に
、
”
宝
覚
三
三

　
出
石
麟
麟
”
と
あ
る
の
で
、
や
は
り
雪
村
友
梅
の
法
系
に
連
な
る
人
で
あ
る
。

　
乱
淫
と
は
長
野
県
南
佐
久
郡
の
仏
国
山
畑
寿
寺
の
こ
と
で
、
開
山
は
一
山
派
の

　
石
梁
仁
恭
で
あ
る
。

『
五
山
文
学
新
集
』
別
巻
二
の
四
八
八
頁
以
下
。

玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
（
昭
五
八
・
講
談
社
）

経
歴
は
（
1
0
）
の
書
に
詳
し
い
。

『
五
山
文
学
新
集
』
第
一
巻
、
三
七
三
頁
。

大
有
有
諸
は
「
雪
村
大
和
尚
行
道
記
」
の
撰
述
者
で
、
は
じ
め
は
天
境
霊

　
　
　
　
　
　
　
無
漏
清
雷
と
称
し
て
い
た
。

汝
森
妙
佐
は
、
初
め
は
良
佐
と
称
し
、
良
の
系
字
か
ら
推
察
す
る
と
、
」
－
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（
1
6
）
　
二
軸
者
、
建
仁
寺
両
足
院
の
御
好
意
あ
る
許
し
を
得
て
、
東
京
大
学
史
料

　
編
纂
所
架
蔵
の
同
書
写
本
を
閲
覧
。

（
1
7
）
　
『
延
宝
伝
灯
録
』
二
十
二
に
拠
る
と
、
宝
華
山
護
聖
寺
は
赤
松
師
範
が
神
崎

　
荘
永
良
に
建
立
し
、
露
里
帰
山
を
開
山
に
請
じ
た
。

（
1
8
）
　
雲
渓
は
雲
石
と
も
称
し
た
。
玉
村
竹
二
氏
は
、
”
雲
石
を
雲
渓
に
改
め
た
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
も

　
と
順
時
的
改
称
と
解
し
て
お
ら
れ
る
が
、
雲
渓
書
記
、
雲
石
西
堂
と
い
う
用
例

　
が
あ
る
。
普
通
、
書
記
や
首
座
の
後
に
西
堂
に
昇
位
す
る
の
で
、
富
船
的
改
称

　
で
は
な
い
ら
し
く
、
併
用
の
時
期
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
1
9
）
乾
湿
士
曇
は
赤
松
玉
村
に
「
月
潭
」
の
道
号
を
与
え
て
い
る
。
赤
松
氏
、

　
乾
峰
、
雲
渓
の
三
者
は
互
に
交
り
を
持
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

（
2
0
）
　
古
剣
勘
弁
の
『
了
幻
集
』
に
、
「
和
韻
面
懸
水
山
龍
門
長
老
」
「
和
龍
門
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
老
見
訪
韻
」
が
あ
り
、
前
者
の
転
句
に
、
”
極
到
曹
源
無
一
滴
〃
と
あ
り
、
曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
カ

　
源
は
一
山
派
を
さ
す
語
な
の
で
あ
る
。
又
、
心
華
元
様
の
龍
門
座
元
住
甲
州
浄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
居
江
湖
疏
」
に
”
某
、
大
雲
論
説
、
吉
水
寧
香
”
と
あ
り
、
大
雲
は
一
山
一
寧

　
の
塔
名
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
も

（
2
1
）
　
『
蕉
堅
藁
』
に
、
「
永
享
山
住
京
城
安
国
茶
湯
榜
」
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
も

（
2
2
）
　
『
汝
森
佐
禅
師
疏
』
に
、
「
永
相
山
住
京
城
安
国
山
門
疏
」
「
永
相
山
和
尚
住

　
建
仁
道
義
疏
」
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ら
　
　
ね

（
2
3
）
　
『
東
海
一
氾
集
』
の
「
文
明
軒
雑
談
」
に
、
”
相
山
永
上
人
、
致
一
叢
於
窓

　
前
梅
樹
下
、
殊
添
佳
境
合
計
也
。
作
詩
国
母
云
”
と
い
う
文
章
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
へ

（
2
4
）
　
『
無
規
矩
』
に
、
「
次
太
清
西
堂
寄
相
山
書
記
臨
川
閑
居
」
「
次
大
山
西
堂
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
カ

　
和
州
片
岡
達
磨
塔
韻
」
が
あ
る
。
相
山
は
初
め
大
山
と
称
し
て
い
た
。

（
2
5
）
赤
松
一
族
の
喜
多
野
義
綱
は
、
播
磨
北
山
に
大
義
寺
と
金
剛
寺
を
建
立
し

　
て
、
蘭
洲
良
芳
を
開
山
と
し
た
。
蘭
洲
も
播
磨
及
び
赤
松
氏
と
縁
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
も

（
2
6
）
　
五
十
「
賞
菊
」
は
太
清
宗
泪
の
名
は
無
い
が
”
雲
門
老
師
輿
而
過
焉
”
と

　
い
う
雲
門
老
師
は
、
南
禅
寺
に
雲
門
庵
を
創
め
た
太
清
宗
清
を
さ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
セ

（
2
7
）
　
中
巌
円
月
『
東
海
一
盛
別
集
』
に
、
「
妙
高
首
座
住
定
林
諸
山
疏
」
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
ロ
　
　
む

　
美
濃
定
林
寺
は
土
岐
頼
貞
が
建
立
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
僧
の
可
能
性
の
方
が

　
大
き
い
。

（
2
8
）
　
大
同
啓
初
の
法
嗣
に
は
、
異
質
口
選
、
思
考
良
借
、
用
文
侑
藝
、
弥
中
口

　
堅
ら
が
い
る
。

（
2
9
）
　
『
空
華
集
』
二
の
「
送
選
書
記
帰
赤
松
山
井
叙
」
に
、
”
戊
申
夏
、
前
宝
林

　
大
同
禅
師
遷
主
福
源
、
未
幾
示
寂
。
有
上
足
金
工
重
重
史
、
将
附
石
石
帰
山
而

　
塔
之
。
有
感
七
二
偶
贈
行
。
其
一
則
兼
寄
赤
松
公
唐
天
居
士
、
右
方
外
之
交
也
。
”

　
と
あ
り
、
義
堂
は
赤
松
雪
幕
と
好
を
通
じ
、
ひ
い
て
は
、
一
山
派
と
交
わ
っ
て

　
い
る
。

（
3
0
）
　
菊
池
墨
壷
の
作
品
は
残
念
な
が
ら
管
見
に
入
ら
な
い
。
し
か
し
希
世
霊
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
も
　
　
ら
　
　
も
　
　
へ

　
の
『
村
庵
稿
』
に
、
「
致
菊
池
藤
重
朝
送
育
季
材
赴
京
師
侶
和
詩
後
」
と
題
す

　
る
文
章
が
あ
り
、
そ
の
中
で
”
公
之
詩
与
公
之
名
、
盛
伝
賛
穀
之
下
、
嬉
野
於

　
鹿
工
大
僧
録
”
と
、
菊
池
為
書
の
子
重
朝
の
詩
名
を
蓄
え
て
い
る
。
な
お
、
吉

　
川
弘
文
館
『
国
史
大
辞
典
4
』
四
九
頁
の
「
菊
池
為
邦
」
の
項
は
、
こ
の
七
十

　
五
「
文
武
三
才
」
の
｝
節
を
掲
げ
、
作
者
を
朝
之
恵
鳳
と
し
て
い
て
、
私
と
同

　
じ
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。

（
3
1
）
　
水
野
弥
穂
子
『
日
本
の
禅
語
録
　
九
大
智
』
（
講
談
社
）
、
鈴
木
君
田
『
大

　
智
禅
師
偶
頬
訓
注
』
（
其
中
堂
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
で
　
　
へ

（
3
2
）
『
三
雲
日
件
雪
乞
尤
』
（
文
安
四
、
八
、
十
九
）
に
”
鴬
野
寺
将
帰
、
話
及

　
平
生
出
処
進
退
。
平
仲
日
”
と
あ
る
。
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